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酪
農
・
畜
産
情
勢
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
₁₁
、
日
Ｅ

Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
日
米
貿
易
協
定
交
渉
等
、
本

道
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
な
変
革
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

生
乳
生
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
北
海
道

生
乳
生
産
基
盤
・
安
定
供
給
強
化
対
策
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
昨
年
は
、
６
月
以
降
の

低
温
長
雨
等
に
よ
る
粗
飼
料
品
質
の
低
下
や

９
月
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
影
響
も
あ
り
一
時
的
な
乳

量
低
下
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
家

個
々
の
飼
養
管
理
の
充
実
や
規
模
拡
大
等
に

よ
る
乳
牛
増
頭
も
相
ま
っ
て
、
生
乳
生
産
は

前
年
を
上
回
っ
て
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
₃₀
年
産
粗
飼
料
の
品
質
低
下
等
に

よ
る
生
乳
生
産
へ
の
影
響
等
が
懸
念
さ
れ
ま

す
が
、
新
年
度
に
お
か
れ
ま
し
て
も
組
合
員

の
皆
様
方
が
家
族
・
社
員
総
意
の
も
と
、
目

標
達
成
に
向
け
責
任
あ
る
計
画
の
遂
行
に
よ

り
実
り
多
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
期
待

致
し
ま
す
。

平成31年度 営農計画樹立協議 終了
～ 目標達成に向かって責任ある計画の遂行を!! ～

１月15日から１月末にかけ、４地区で平成31年度営農計画樹立協議を実施

生 乳 生 産 の 集 計 （単位：ｔ％）

平成30年実績
（クミカン年度）戸数

平成31年計画
（クミカン年度）戸数 対比 30年度見込み

（４～３月）
31年度見込み
（４～３月） 対比

鶴居 37,169.9 38 38,287.7 38 103.0% 37,659.2 38,526.3 102.3%

幌呂 26,369.1 32 26,221.7 31 99.4% 26,160.1 26,311.3 100.6%

白糠 20,311.6 43 20,629.5 41 101.6% 20,206.1 20,788.3 102.9%

音別 17,440.5 23 16,896.9 23 96.9% 17,171.5 17,118.0 99.7%

JA計 101,291.1 136 102,035.8 133 100.7% 101,196.9 102,743.9 101.5%

飼 養 頭 数 の 集 計
経産牛頭数 育成牛頭数 乳用牛頭数 馬 和牛

鶴居
31年度期首 4,250 3,209 7,459 1 158
30年度期首 4,147 3,108 7,255 1 159
差 103 101 204 0 △ 1

幌呂
31年度期首 3,035 2,375 5,410 19 174
30年度期首 3,051 2,299 5,350 19 165
差 △ 16 76 60 0 9

白糠
31年度期首 2,492 1,896 4,388 42 142
30年度期首 2,572 1,810 4,382 37 145
差 △ 80 86 6 5 △ 3

音別
31年度期首 2,040 1,540 3,580 25 191
30年度期首 2,015 1,490 3,505 24 129
差 25 50 75 1 62

合計
31年度期首 11,817 9,020 20,837 87 665
30年度期首 11,785 8,707 20,492 81 598
差 32 313 345 6 67
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２
月
10
日
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
前

庭
で
、
第
32
回 

鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
中
、
Ｊ
Ａ
青

年
部
鶴
居
支
部
は
、
根
釧
牛
乳
の
無
料
試

飲
を
実
施
し
、
松
下
雅
幸
支
部
長
は
、「
貿

易
協
定
、
市
場
開
放
等
経
済
情
勢
が
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、
今
私
達
が
出
来

る
事
と
し
て
、
地
元
産
の
牛
乳
を
飲
ん
で

も
ら
い
た
い
一
心
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
鶴
居
村
商
工
会
青
年
部
と
合
同

で
根
釧
牛
乳
を
Ｐ
Ｒ
し
、
来
場
さ
れ
た

ご来場の皆様へ牛乳をどうぞ～!!

あつあつの豚汁が好評です!!

タンチョウウルトラクイズ　つるぼーも参加! タンチョウ耐寒競技！　皆さんなりきってます！

～ 鶴居村タンチョウフェスティバル ～

青年部鶴居支部「根釧牛乳」のおいしさをＰＲ!! 

方
々
の
反
応
も

上
々
で
す
」
と

話
し
て
お
り
、

ま
た
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
幌
呂
支
部

は
、「
豚
汁
」
を

販
売
、
武
藤
和
江
支
部
長
は
、「
部
員
達
で

協
力
し
て
作
っ
た
豚
汁
は
、
と
っ
て
も
お
い

し
い
、
体
も
あ
っ
た
ま
る
と
お
客
様
か
ら
も

大
変
好
評
で
す
。
今
後
も
協
力
し
な
が
ら

活
動
し
て
参
り
た
い
」
と
思
い
を
語
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
耐
寒

競
技
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
等
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
る
中
、
大
変
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
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２
月
２
、
３
日
の
２
日
間
、
釧

路
市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

「
く
し
ろ
冬
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
釧
路
地
区
農
協
青
年
部
協
議
会
は
、

根
釧
牛
乳
の
更
な
る
フ
ァ
ン
獲
得
の
た
め

Ｐ
Ｒ
を
し
、
あ
わ
せ
て
Ｊ
Ａ
ジ
ャ
ン
プ
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
對
木
賢
雅
部
長
は
、

「
今
ま
で
継
続
実
施
し
て
き
た
消
費
拡
大

運
動
が
、
根
釧
牛
乳
の
お
い
し
さ
を
伝
え

る
活
動
と
し
て
、
自
分
達
の
思
い
が
消
費

者
に
対
し
少
し
ず
つ
伝
わ
っ
て
い
る
事
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
５
５
０
万
人
サ
ポ

ー
タ
ー
づ
く
り
と
し
て
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

︽
Ｊ
Ａ
ジ
ャ
ン
プ
︾
の
普
及
活
動
も
継
続

し
て
参
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
氷
彫
刻
や
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
、
そ
し
て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

な
わ
れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

釧 路 の 牛 乳 を モ ー ッ と 飲 も う !!
～ くしろ冬まつりで「根釧牛乳」の消費拡大運動 ～

スマホアプリ「ＪＡジャンプ」推進中!!

多くの皆様から、牛乳を一杯下さいの声!!

牛着ぐるみと子供のじゃんけん大会 寒風神輿がまつりを盛り上げます! 氷雪すべり台は子供に人気

3



　

１
月
29
～
30
日
の
２
日
間
、
札
幌
市
内
で
平

成
30
年
度
北
海
道
青
年
農
業
者
会
議
が
開
催
さ

れ
、
白
糠
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
が
発
表
し
た
「
後
産

停
滞
～
試
さ
れ
る
残
さ
れ
た
後
産
の
処
置
～
」

が
「
畜
産
経
営
」
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。「
畜
産
経
営
」
部
門
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
に
は
６
団
体
が
出
場
し
、
對
木
隼
憲
さ
ん

が
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
後
産
停
滞
の
牛
が
出
た
場
合
ど
う
対
処
す

る
べ
き
か
」
を
、
検
討
項
目
①
後
産
停
滞
し
た

ｏ
ｒ
し
て
い
な
い
か
に
よ
る
、
繁
殖
成
績
へ
の

影
響 

②
後
産
を
引
っ
張
る
ｏ
ｒ
放
置
に
よ
る
、

繁
殖
成
績
へ
の
影
響 

③
後
産
停
滞
の
多
い
ｏ

ｒ
少
な
い
農
家
の
違
い
に
よ
る
、
原
因
解
明 

に
つ
い
て
ク
ラ
ブ
員
に
よ
り
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
㋐
後
産
停
滞
は
繁
殖
成
績
に
悪

影
響 
㋑
後
産
は
引
っ
張
っ
て
と
れ
そ
う
な
ら
、

取
っ
た
方
が
良
い
か
も
︵
※
無
理
に
取
ら
な
い

!!
︶
㋒
後
産
停
滞
対
策
は
乾
乳
期
の
ス
ト
レ
ス

低
減
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
他
に
後
産
停

滞
が
発
生
す
る
要
因
が
な
い
か
､
今
後
も
ク
ラ

ブ
員
で
協
力
し
な
が
ら
調
査
検
討
し
て
い
く
方

針
で
す
。︵
内
容
は
今
月
の
普
及
セ
ン
タ
ー
だ

よ
り
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。︶

　

１
月
11
日
、
釧
路
西
部
ジ
ュ

ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

は
、
親
子
14
名
が
参
加
し
、
よ

つ
葉
十
勝
工
場
︵
音
更
町
︶
で

見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

よ
つ
葉
乳
業
の
歴
史
や
酪
農

に
つ
い
て
学
ん
だ
他
、
普
段
店

頭
に
並
ん
で
い
る
牛
乳
、
バ
タ

ー
の
製
造
ラ
イ
ン
を
見
学
さ
せ

て
頂
き
、
子
供
た
ち
は
目
を
輝

か
せ
て
お
り
ま
し
た
。

 

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

よ
つ
葉
工
場
を
見
学

白糠町４Ｈクラブが優秀賞を受賞!!
～ 全国青年農業者会議（畜産経営部門）「後産停滞の対処方法」が高評価 ～

後列左から、普及センター高橋さん、鹿野さん、佐藤さん、普及センター喜多村さん
前列左から、田口さん、中河さん、對木さん、細谷さん　

発表する對木隼憲さん

工場内を見学し理解を深めました。
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第47回 カナダ ホルスタイン酪農と
　　ロイヤル・ウインター・フェア視察

海外酪農視察研修 報告
白糠支所　家畜改良課 家畜改良係長
松　原　清　美

　

平
成
₃₀
年
₁₁
月
５
日
か
ら
₁₁
日

ま
で
の
７
日
間
に
渡
り
、
デ
ー

リ
ィ
マ
ン
社
と
北
海
道
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
農
協
の
合
同
企
画
『
カ
ナ
ダ

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
酪
農
と
ロ
イ
ヤ

ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
・
フ
ェ
ア
視
察

旅
行
』
に
参
加
し
ま
し
た
の
で
報

告
致
し
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
第
₄₇
回
と
長
き
に

渡
り
続
け
ら
れ
て
い
る
研
修
で
あ

り
ま
し
て
、
今
回
の
視
察
は
ケ

ベ
ッ
ク
世
界
遺
産
の
町
、
ケ
ベ
ッ

ク
州
牧
場
２
軒
、
オ
ン
タ
リ
オ
州

牧
場
１
軒
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
と

世
界
最
大
の
農
業
祭
で
あ
る
ロ
イ

ヤ
ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
・
フ
ェ
ア
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
団
長
の
武
隈
昭
博

氏
︵
根
室
市
酪
農
家
︶
を
は
じ
め
、

北
海
道
か
ら
は
酪
農
家
９
名
、
Ｊ

Ａ
授
精
師
３
名
、
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
農
協
１
名
、
デ
ー
リ
ィ
マ

ン
社
１
名
、
別
海
高
校
５
名
、
道

外
か
ら
は
、
家
畜
改
良
事
業
団
３

名
、
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
協
１

名
、
そ
し
て
添
乗
員
１
名
を
含
め

た
総
勢
₂₄
名
で
し
た
。

　

₄
₀
₀
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

城
壁
の
町
旧
市
街
は
、
石
造
り
の

城
壁
や
中
世
の
城
門
、
石
畳
の
道

を
走
る
馬
車
な
ど
、
ま
る
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
の
街
並
み
の
様
で
し

た
。
北
米
最
古
の
繁
華
街
と
言
わ

れ
て
お
り
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
が
軒
を
連
ね

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
楽
し
め
ま
す
。

世
界
遺
産
の
町
旧
市
街
を
体
験
さ

せ
て
頂
き
、
良
い
思
い
出
に
残
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

タ
イ
デ
ィ
牧
場
と
後
述
す
る

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
牧
場
は
、
今
は
共

同
経
営
を
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も

共
進
会
に
力
を
入
れ
て
い
る
牧
場

で
あ
り
ま
す
。

　

タ
イ
デ
ィ
牧
場
は
、
７
年
前
に

今
の
牧
場
を
購
入
。
総
飼
養
頭
数

₂
₂
₀
頭
、
う
ち
搾
乳
頭
数
₁
₀

₀
頭
、
個
体
平
均
乳
量
₁
₀
，
₀

₀
₀
㎏
、
平
均
乳
脂
率
4.6
％
、
平

均
乳
蛋
白
質
率
3.7
％
。
特
に
乳
脂

（プチ・シャンプラン通り）

（左側の方が牧場主のテイラー氏）

11
月
６
日　

 

ケ
ベ
ッ
ク
州 　

【
世
界
遺
産
の
町
旧
市
街
プ
チ
・

シ
ャ
ン
プ
ラ
ン
通
り　

視
察
】

【
タ
イ
デ
ィ
牧
場　

視
察
】
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率
の
高
さ
に
優
れ
て
い
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
で
は
ク
オ
ー
タ
制
度
︵
牛

乳
供
給
数
量
制
限
︶
が
導
入
さ
れ

て
お
り
、
乳
脂
率
が
高
い
と
高
値

で
取
引
き
さ
れ
る
と
の
事
で
、
当

牧
場
で
は
体
型
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

健
康
面
を
重
視
し
、
乳
量
よ
り
脂

肪
成
分
を
高
く
す
る
種
雄
牛
を
交

配
。『
脂
肪
成
分
が
高
い
と
高
く

売
れ
、
簡
単
に
稼
げ
る
か
ら
！
』

と
の
事
で
し
た
。
精
液
は
主
に
ユ

ニ
ク
ス
を
交
配
し
、
ヤ
ン
グ
サ
イ

ア
ー
は
一
切
使
用
せ
ず
、
成
績
の

出
て
い
る
種
雄
牛
だ
け
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
。
又
、
脂
肪
成
分
を

高
く
す
る
た
め
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

に
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
を
交
配
し
た
F

１
も
数
頭
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
牧
場
も
共
進
会

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ

の
エ
キ
ス
ポ
や
カ
ナ
ダ
の
ロ
イ
ヤ

ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
・
フ
ェ
ア
で
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
な

ど
、
数
多
く
の
賞
を
得
て
い
る
牧

場
で
す
。
牛
舎
事
務
所
内
に
は
、

今
ま
で
の
活
躍
を
物
語
る
数
多
く

の
盾
や
旗
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

 

₁
₉
₅
₁
年
に
祖
父
が
オ
ラ
ン

ダ
か
ら
入
植
し
て
今
の
牧
場
を
買

い
取
り
、
現
在
は
タ
イ
デ
ィ
牧
場

と
共
同
経
営
を
し
て
い
ま
す
。
総

飼
養
頭
数
₇
₀
₀
頭
、
う
ち
搾
乳

頭
数
₂
₂
₅
頭
、
個
体
平
均
乳
量

₁
₁
，
₅
₀
₀
㎏
、
平
均
乳
脂
率

4.5
％
、平
均
乳
蛋
白
質
率
3.3
％
と
、

能
力
面
で
も
優
れ
た
牛
群
で
し

た
。
本
人
は
『
今
は
シ
ョ
ウ
・
タ

イ
プ
よ
り
、
繁
殖
性
を
高
め
て
経

済
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
牛
群
を
目
指

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を
入
れ
て
い

る
！
』
と
言
っ
て
お
り
、
肢
蹄
の

疾
病
予
防
を
心
が
け
、
削
蹄
は
年

４
回
︵
１
頭
₁
，
₈
₀
₀
円
︶
実

施
し
て
い
る
。
使
用
精
液
は
、
ユ

ニ
ク
ス
・
ロ
ー
ト
ラ
ス
ト
、
他
は

ヤ
ン
グ
サ
イ
ア
ー
を
授
精
。
年
間

個
体
販
売
を
₅
₀
₀
頭
以
上
し
て

い
て
、
採
卵
に
お
い
て
も
週
に
４

～
５
頭
採
卵
し
て
お
り
、
年
間
₄

₀
₀
卵
以
上
販
売
し
、
そ
の
内
₂

₀
₀
卵
近
く
を
日
本
に
向
け
て
販

売
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
個
体
販

売
・
受
精
卵
販
売
等
、
シ
ョ
ウ
カ

ウ
牧
場
な
ら
で
は
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
移
住

し
て
き
た
両
親
が
、
₁
₉
₄
₇
年

に
乳
用
牛
₁₅
頭
を
飼
養
し
た
牧
場

か
ら
始
ま
り
、
₁
₉
₇
₀
年
に
現

経
営
主
カ
ー
ル
・
ル
イ
ス
氏
が
親

か
ら
買
い
取
り
、
₁
₉
₈
₉
年
に

息
子
が
加
わ
り
、
従
業
員
２
名
、

搾
乳
パ
ー
ト
₁₁
名
で
経
営
し
て
い

ま
す
。
カ
ー
ル
・
ル
イ
ス
氏
は︵
ど

こ
か
で
聞
い
た
名
前
で
す
が
⋮
︶

₇₀
代
半
ば
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
と

て
も
元
気
で
身
の
こ
な
し
も
軽
く

よ
く
し
ゃ
べ
り
、
沢
山
の
質
問
に

一
つ
一
つ
丁
寧
に
答
え
、
と
て
も

優
し
い
方
で
し
た
。
従
業
員
に
は （牧場主カール・ルイス氏と視察団一行）

11
月
７
日　

 
オ
ン
タ
リ
オ
州 　

【
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ル
ム
牧
場　

視
察
】

（牧場主のヤン氏、沢山の盾や旗が飾られている）

【
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
牧
場　

視
察
】
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生
活
し
や
す
い
良
い
待
遇
を
与
え

て
お
り
、
従
業
員
の
家
族
も
呼
ん

で
毎
週
レ
ス
ト
ラ
ン
に
連
れ
て
行

く
等
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

い
る
そ
う
で
す
。そ
う
す
る
事
で
、

牧
場
へ
の
や
る
気
が
出
て
経
営
に

つ
な
が
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
牛
だ
け
で
は
な
く
人
間
へ
の

配
慮
も
大
切
な
事
だ
と
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
、
総

飼
養
頭
数
₁
，
₀
₀
₀
頭
、
う
ち

搾
乳
頭
数
₄
₉
₀
頭
、
ミ
ル
キ
ン

グ
パ
ー
ラ
ー
₁₆
頭
ダ
ブ
ル
で
３
回

搾
り
。
個
体
平
均
乳
量
₁
₃
，
₀

₀
₀
㎏
、
平
均
乳
脂
率
3.8
％
、
平

均
乳
蛋
白
質
率
3.1
％
、
１
頭
当
た

り
₄₃
㎏
で
し
た
。
₃
₂
₀
ha
の
耕

作
地
を
所
有
し
て
お
り
、
牧
草
は

年
４
回
ま
で
収
穫
。
カ
ス
タ
ム

ワ
ー
カ
ー
︵
プ
ロ
︶
に
畑
作
業
全

て
を
委
託
し
、
当
牧
場
で
は
一
切

農
機
具
は
持
っ
て
お
ら
ず
、
機
具

の
導
入
や
修
理
費
が
削
減
で
き
、

畑
へ
の
作
業
時
間
が
な
く
な
る
事

で
、
牛
の
観
察
・
管
理
が
出
来
る

と
の
事
で
し
た
。
又
、
初
産
平
均

分
娩
₂₃
か
月
令
、
初
産
平
均
乳
量

₁
₂
，
₀
₀
₀
kg
。
牛
群
全
頭
体

格
審
査
を
受
け
て
い
て
、
Ｅ
Ｘ
が

₁₄
頭
、
₈₈
点
以
上
が
₁
₆
₀
頭
お

り
、牛
群
の
₅₄
％
が
５
産
以
上︵
平

均
4.2
産
︶
で
牛
を
長
持
ち
さ
せ
て

い
る
牛
群
で
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
毎
週
₃₀
頭
～
₄₀
頭
削
蹄
し
て

お
り
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
の

ベ
ッ
ド
に
は
全
て
砂
を
敷
い
て
い

ま
し
た
。
ベ
ッ
ド
を
砂
に
す
る
事

で
、
乳
房
炎
や
四
肢
の
事
故
が
₁₀

分
の
１
に
減
り
、
ス
ト
レ
ス
も
軽

減
さ
れ
乳
量
も
増
え
た
と
の
事
で

し
た
。

　

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
は
₂₀
年

前
に
建
設
し
、
カ
ナ
ダ
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
牛
舎
で
す
。
中
央
が
低

く
な
っ
て
い
て
、
尿
が
流
れ
て
行

く
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一

番
驚
い
た
の
が
、
日
本
の
建
築
基

準
で
は
考
え
ら
れ
な
い
梁
の
な
い

構
造
で
、
鳥
が
停
ま
っ
て
糞
を
落

と
さ
な
い
様
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
カ
ナ
ダ
は
地
中
が
岩
盤
で

出
来
て
い
て
地
震
が
来
な
い
と
の

事
で
、
梁
が
な
く
て
も
問
題
な
い

そ
う
で
す
。

　

授
精
は
３
～
４
人
で
自
家
授
精

を
し
て
お
り
、
分
娩
後
₆₀
日
で
授

精
。
繁
殖
の
悪
い
牛
に
は
、
ア
ン

ガ
ス
な
ど
肉
用
種
を
交
配
。
カ
ナ

ダ
の
F
１
平
均
価
格
は
１
万
８
千

円
と
の
事
で
、
日
本
の
F
１
平
均

価
格
は
₂₀
万
円
以
上
す
る
よ
と
伝

え
る
と
、
カ
ー
ル
・
ル
イ
ス
氏
は

凄
く
驚
い
た
表
情
で
「
日
本
に
輸

出
し
て
売
り
た
い
！
」
と
笑
い
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

11
月
８
日
～
９
日

【
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
視
察
後
、
ロ

イ
ヤ
ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
・
フ
ェ
ア

へ
】

　

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
で
は
、
滝
壺

ま
で
船
で
行
く
ツ
ア
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を
間

近
で
見
る
と
、
目
を
疑
う
程
の
雄

大
な
滝
は
、
凄
ま
じ
い
水
し
ぶ
き

を
上
げ
な
が
ら
幻
想
的
な
虹
を
創

り
、
大
自
然
の
力
と
い
う
も
の
を

体
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
ロ
イ
ヤ
ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
・
フ
ェ

ア　

視
察
】

　

ロ
イ
ヤ
ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
・
フ
ェ

ア
は
東
京
ド
ー
ム
４
つ
分
程
の
会

場
で
、
屋
内
農
業
関
係
で
は
世
界

最
大
の
規
模
を
誇
り
、
シ
ョ
ウ
会

（鳥が停まれない梁のない牛舎）
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場
・
家
畜
舎
・
物
販
・
展
示
・
食

育
ブ
ー
ス
等
に
分
け
ら
れ
、
１
日

で
は
回
り
切
れ
な
い
程
の
広
さ
で

し
た
。
会
場
は
₁₀
日
間
行
わ
れ
て

お
り
、
シ
ョ
ウ
に
お
い
て
は
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
の
シ
ョ
ウ
だ
け
で
は
な

く
、
馬
車
競
技
や
ロ
デ
オ
、
羊
や

犬
等
の
シ
ョ
ウ
も
あ
り
ま
す
。
主

に
馬
の
シ
ョ
ウ
が
メ
イ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
次
い
で
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
の
シ
ョ
ウ
に
お
い
て
も
、
各

地
区
の
シ
ョ
ウ
を
勝
ち
上
が
っ
て

来
た
出
品
牛
達
は
、
ど
れ
も
こ
れ

も
素
晴
ら
し
い
牛
達
で
し
た
。又
、

農
業
祭
で
あ
る
た
め
、
農
産
物
や

畜
産
物
の
品
評
会
も
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
１
日
目
は
、
未
経
産
３

部
ま
で
の
シ
ョ
ウ
を
特
設
会
場
の

小
リ
ン
グ
で
行
っ
て
お
り
、
２
日

目
は
普
段
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
会

場
と
な
る
、
リ
コ
ー
・
コ
ロ
シ
ア

ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
品
頭

数
は
、未
経
産
ク
ラ
ス
₂
₈
₅
頭
、

経
産
ク
ラ
ス
₁
₆
₆
頭
で
し
た
。

　

シ
ョ
ウ
自
体
は
様
々
な
演
出
が

さ
れ
て
お
り
、
最
高
位
を
決
定
す

る
際
に
は
、
会
場
の
照
明
が
落
と

さ
れ
、フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
流
れ
、

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
る
な

ど
、
た
だ
出
品
牛
の
序
列
を
決
め

る
だ
け
で
は
な
く
、
会
場
全
体
が

楽
し
め
る
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
上
位
牛
に
な
る
と
乳
用
強
健

性
が
素
晴
ら
し
く
、
特
に
拳
一
つ

入
る
程
の
骨
間
で
広
い
肋
の
開
張

に
驚
き
ま
し
た
。
乳
房
に
お
い
て

も
、
容
積
が
あ
り
乳
動
脈
が
鮮
明

で
、
前
後
乳
房
の
付
着
の
強
さ
、

後
乳
房
の
幅
・
高
さ
、
乳
頭
の
正

確
性
、
そ
し
て
何
よ
り
乳
房
底
面

の
高
さ
に
優
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
様
な
中
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
選
ば
れ
た
の
は
、
ジ
ェ
イ

コ
ブ
ス
牧
場
繁
殖
及
び
所
有
牛
の

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス　

ウ
イ
ン
ド
ブ

ル
ッ
ク　

ア
イ
モ
で
す
。そ
し
て
、

リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
も
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
牧
場
繫
殖
及

び
所
有
牛
で
、
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス　

ロ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー　

ロ
ア
ナ
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
も
同
じ
牧
場
が
獲
得
し
た

の
は
、
過
去
何
十
年
と
な
か
っ
た

そ
う
で
、
そ
の
様
な
歴
史
に
残
る

瞬
間
に
立
ち
会
え
て
、
私
も
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

～
海
外
研
修
を
終
え
て
～

　

今
回
研
修
に
参
加
し
、
カ
ナ
ダ

酪
農
の
実
情
を
目
の
当
た
り
に

し
、
直
接
話
を
聞
け
た
こ
と
は
非

常
に
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
又
、

世
界
最
大
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ウ
イ
ン

タ
ー
・
フ
ェ
ア
を
視
察
で
き
た
事
、

そ
し
て
参
加
者
の
方
々
と
情
報
交

換
を
し
、
様
々
な
事
を
共
有
で
き

た
事
を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　

こ
の
度
の
視
察
研
修
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
Ｊ
Ａ
、
ま
た
企

画
し
て
頂
き
ま
し
た
２
社
と
、
研

修
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、
そ

し
て
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（グランドチャンピオンになり、喜ぶヤン氏と子供達）

（ナイアガラ瀑布にて）
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乳質改善ＰＪ情報局
　

引
き
続
き
「
乳
頭
周
辺
か
ら
乳
房

炎
原
因
菌
を
減
ら
す
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

乳
頭
や
乳
房
、
さ
ら
に
牛
体
を
汚

し
て
し
ま
い
や
す
い
牛
床
の
構
造
や

繋
留
法
な
ど
を
前
回
お
示
し
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
は
改
造
す
る
こ
と
で

日
々
の
管
理
は
大
幅
に
楽
に
な
り
ま

す
。
各
農
場
で
の
具
体
的
な
改
造
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
や
普
及
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
助
言
を
求
め
る
こ
と
も
有
益

で
し
ょ
う
。

　

次
に
カ
ウ
ト
レ
ー
ナ
や
ネ
ッ
ク

レ
ー
ル
に
よ
る
牛
床
の
汚
れ
防
止
策

を
解
説
し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ウ
ト
レ
ー
ナ
の
目
的
は
、
繋
留

さ
れ
た
位
置
で
そ
の
ま
ま
背
中
を
丸

め
て
糞
尿
を
す
る
と
牛
床
を
汚
し
や

す
い
こ
と
か
ら
、
半
歩
、
乳
牛
を
後

方
へ
と
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
糞
尿
の
大
半

は
バ
ー
ン
ク
リ
ー
ナ
へ
と
落
ち
、
牛

床
が
汚
れ
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
決
し

て
背
中
を
丸
め
る
こ
と
を
阻
害
す
る

道
具
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
背
中
を

真
っ
直
ぐ

に
し
た
ま

ま
糞
尿
を

さ
せ
る
こ

と
は
、
乳

牛
に
か
な

り
の
不
愉

快
を
強
い

る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

カ
ウ
ト
レ
ー
ナ
の
位
置
は
、
き
甲

部
（
ほ
ぼ
前
足
部
分
の
背
中
）
と
背

中
を
丸
め
た
時
に
最
も
高
く
な
る
背

中
の
位
置
と
の
間
の
中
央
部
か
ら
や

や
後
方
あ
た
り
で
す
。
ま
た
そ
の
高

さ
は
、
通
常
の
背
中
の
位
置
か
ら
10

㎝
ほ
ど
上
で
す
。
こ
こ
に
位
置
す
れ

ば
、普
段
の
採
食
や
寝
起
き
、ち
ょ
っ

と
し
た
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
行
動

で
は
不
要
な
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ

の
ま
ま
の
位
置
で
背
中
を
丸
め
る
と

ピ
リ
ッ
と
く
る
の
で
、
乳
牛
は
半
歩

下
が
る
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

真
空
ポ
ン
プ
の
動
作
と
と
も
に
搾

乳
が
始
ま
り
、
カ
ウ
ト
レ
ー
ナ
の
電

気
が
切
れ
た
こ
と
を
認
識
し
た
乳
牛

が
一
斉
に
糞
尿
を
始
め
る
農
場
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
カ
ウ
ト
レ
ー
ナ

の
位
置
が
正
し
く
な
く
、
日
々
不
要

な
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
ぞ

と
の
乳
牛
の
必
死
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
。

　

乳
牛
の
大
き
さ
に
応
じ
て
上
下
の

位
置
を
ぴ
た
り
と
決
め
る
こ
と
で
、

カ
ウ
ト
レ
ー
ナ
は
余
計
な
ス
ト
レ
ス

を
乳
牛
に

与
え
る
こ

と
な
く
、

美
し
い
牛

床
・
牛
体

の
維
持
に

有
効
に
作

用
し
ま
す
。

　

ネ
ッ
ク
レ
ー
ル
も
同
様
、
乳
牛
は

ス
ト
ー
ル
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
際
に

糞
尿
を
す
る
機
会
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
の
ま
ま
の
位
置
で
は
牛
床
を
汚
し

や
す
い
の
で
、
す
ぐ
に
後
ろ
へ
と
下

が
っ
て
も
ら
う
た
め
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
以
前
は
起
き
上
が
る
と

と
も
に
牛
体
に
触
れ
る
位
置（
高
さ
）

が
推
奨
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

別
に
わ
ざ
わ
ざ
背
中
を
ネ
ッ
ク
レ
ー

ル
に
ぶ
ち
当
て
な
く
て
も
、
ぼ
っ
こ

の
存
在
を
乳
牛
が
意
識
す
る
だ
け
で
、

ほ
ぼ
自
然
に
下
が
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
に
ネ
ッ
ク
レ
ー
ル
の
位
置
の
低

さ
は
、
乳
牛
が
ス
ト
ー
ル
で
横
臥
し

よ
う
と
す
る
意
欲
を
削
ぎ
、
牛
床
で

の
横
臥
率
を
減
少
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

で
き
う
れ
ば
放
牧
地
で
の
寝
起
き

の
行
動
と
同
様
の
レ
ベ
ル
で
、
乳
牛

が
横
臥
し
よ
う
と
す
る
際
、
ま
た
起

立
し
よ
う

と
す
る
際

に
何
の
躊

躇
も
覚
え

な
い
フ

リ
ー
ス

ト
ー
ル
が

牛
床
の
理

想
と
な
り

ま
す
。

※
情
報
提
供
は
釧
路
農
協
連
よ
り

第５号乳質改善プロジェクト

牛
床
を
汚
し
づ
ら
く
す
る
た
め
に
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な
か
な
か
落
ち
な
い
後
産
は
「
自

然
に
落
ち
る
ま
で
放
置
」、「
引
っ
張

っ
て
落
と
し
た
方
が
良
い
」
と
い
う

よ
う
に
異
な
る
意
見
を
耳
に
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
ど
ち
ら
の
対
処
方
法
が

良
い
の
か
に
つ
い
て
、
白
糠
町
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
︵
以
下
、
白
糠
４
Ｈ
Ｃ
︶
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
で
調
査
し
た
結

果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１　

後
産
停
滞
と
は

　

後
産
停
滞
の
定
義
は
、
文
献
に
よ

っ
て
様
々
で
す
が
、「
12
時
間
以
内

に
後
産
が
出
な
い
状
態
」
を
言
い
ま

す
。
後
産
停
滞
し
た
牛
の
多
く
は
、

子
宮
内
膜
炎
を
併
発
し
、
受
胎
率
の

低
下
な
ど
を
招
い
て
し
ま
う
可
能
性

も
あ
り
ま
す
︵
写
真
１
︶。

　

そ
の
た
め
、
乾
乳
牛
の
栄
養
や
分

娩
環
境
に
注
意
し
、
ま
ず
は
後
産
停

滞
に
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
で
も
後
産
停
滞
の
牛
を
発
見
し

た
際
は
、
後
産
の
処
置
が
必
要
で
す
。

２　

調
査
方
法

　

ク
ラ
ブ
員
６
名
が
行
っ
た
調
査
方

法
は
、
分
娩
後
の
牛
の
状
況
を
記
録

し
、「
後
産
を
手
で
引
っ
張
っ
て
取

れ
そ
う
だ
っ
た
ら
引
っ
張
っ
た
牛
」

と
「
そ
の
ま
ま
様
子
を
み
た
牛
」
の

初
回
授
精
日
数
と
空
胎
日
数
を
比
較

し
ま
し
た
。
後
産
を
引
っ
張
る
力
加

減
は
、重
さ
に
す
る
と
１
～
２
kg︵
５

０
０
ml
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
・
３
本
分
︶

ほ
ど
で
す
︵
写
真
２
︶。

３　

調
査
結
果
と
考
察

　

後
産
停
滞
が
発
生
し
た
３
農
場
の

記
録
を
集
計
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
後
産
を
手
で
引
っ
張
っ
た
牛
」
の

方
が
、
初
回
授
精
日
数
、
空
胎
日
数

と
も
に
短
く
な
り
ま
し
た
︵
表
１
︶。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
繁
殖
成
績
が
良

く
な
る
分
、
治
療
費
も
減
少
す
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

結
果
か
ら
、
後
産
を
手
で
引
っ
張

っ
て
落
と
し
た
方
が
、
子
宮
の
回
復

が
早
く
、
初
回
授
精
も
早
ま
り
、
最

終
的
に
は
空
胎
日
数
も
短
く
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
子
宮
を
傷
つ
け
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
無
理
や
り

引
っ
張
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

後
産
停
滞
し
た
牛
が
発
熱
、
食
欲
不

振
を
呈
し
て
い
る
場
合
は
、
一
度
獣

医
師
に
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

４　

後
産
停
滞
の
原
因
を
調
査

　

特
に
後
産
停
滞
の
多
か
っ
た
Ａ
農

場
と
少
な
か
っ
た
Ｂ
農
場
を
比
べ
て

み
る
と
、
乾
乳
牛
の
飼
養
環
境
に
違

い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ａ
農
場
は
、
１
頭
当
た
り
の
飼
養

面
積
が
6.1
㎡
だ
っ
た
の
に
対
し
、
Ｂ

農
場
は
51
㎡
と
、
飼
養
面
積
に
余
裕

が
あ
り
ま
し
た
︵
表
２
︶。
こ
の
こ

と
か
ら
、
後
産
停
滞
の
原
因
の
一
つ

は
、
過
密
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
だ
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。

５　

最
後
に
（
４
Ｈ
Ｃ
員
よ
り
）

　

白
糠
４
Ｈ
Ｃ
は
今
回
の
調
査
結
果

を
全
道
青
年
農
業
者
会
議
で
発
表
し
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
︵
写
真

３
︶。
今
後
は
、
後
産
停
滞
が
発
生

し
な
か
っ
た
農
場
に
お
い
て
、
そ
の

要
因
を
調
査
す
る
予
定
で
す
。
こ
の

他
に
も
、
初
産
分
娩
月
齢
の
短
縮
に

向
け
た
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
白
糠
４
Ｈ
Ｃ
は
、
精
力

的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
！

引っ張る 放置
初回授
精日数 78 87
空胎
日数 115 143

治療費
（円/頭） 28,943 35,331

※Ａ農場の各10頭の平均値を比較
治療費はNOSAIカルテより　

繁殖成績が良く、
治療費も低減!!

A農場 B農場

飼養面積
（㎡） 183 510

飼養頭数
（頭） 30 10

1頭あたり面積
（㎡/頭） 6.1 51.0

推奨面積
（㎡/頭） 9.0 ～ 10.0

１頭あたり飼養面積が狭い!!

写真１　後産停滞は
子宮内膜炎を招く
可能性がある

写真２　後産は無理に
引っ張らない

表１　後産の処置別に
　　　おける集計結果

表２　農場別の飼養面積

写真３　全道青年農業者会議にて
優秀賞を受賞しました!
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テ
ー
マ
は
、
議
案
第
２

号
に
係
る
協
同
組
合
の
価

値
づ
く
り
で
す
。
難
し
い

テ
ー
マ
で
す
が
、
前
回
大

会
と
２
回
の
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
、
各
地
で
様
々

な
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
を
総
括
し
、
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
に
繋
げ
る
た
め
の
段

階
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
の
持
つ
多
様
な
役
割
を
再
確
認
す
る

場
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

あ
わ
せ
て
、
今
後
の
実
践
の
ヒ
ン
ト
を
パ
ネ
リ
ス
ト

の
皆
さ
ん
か
ら
頂
き
、
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り

が
た
い
。

　

元
々
は
新
聞
社
で
農
林

水
産
業
の
取
材
に
携
わ
り
、

今
は
東
日
本
大
震
災
、
特

に
福
島
原
発
事
故
で
被
災

し
た
地
域
の
取
材
に
行
っ
て
い
ま
す
。
取
材
を
通
じ
、

協
同
組
合
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
も

度
々
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｃ
Ａ
は
４
月
に
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
、

生
協
、
森
林
組
合
、
漁
協

な
ど
様
々
な
協
同
組
合
の

連
携
を
広
げ
る
た
め
に
設
立
。
私
は
４
月
ま
で
日
本
生

協
連
に
お
り
ま
し
た
。
協
同
組
合
の
連
携
を
、
よ
り
強

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
範
囲
で
事
例
報
告

を
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

全
道
Ｊ
Ａ
の
代
表
で
あ

り
、
一
生
産
者
と
し
て
、

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
ど
う

応
え
て
い
く
か
。
最
も
難

し
い
問
題
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
た
い
。
パ
ネ
リ
ス

ト
の
皆
さ
ん
の
話
の
中
で
、
一
つ
で
も
ヒ
ン
ト
を
得
た

い
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

ま
ず
、『
組
合
員
と
の
関
係
強
化
』
に
つ

い
て
、
報
告
事
例
も
踏
ま
え
て
討
論
し
ま
す
。
生
協
と

農
協
の
共
通
の
課
題
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
多
様

な
組
合
員
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
し
て
、
組
合
員
の
自
主

性
を
保
ち
な
が
ら
、
新
た
な
参
加
の
形
を
ど
う
し
て
い

く
か
。
組
合
員
の
想
い
を
く
み
取
り
、
新
た
な
活
動
に

変
え
、
組
合
員
参
加
の
多
様
な
形
を
実
現
さ
せ
る
と
い

う
示
唆
に
富
む
報
告
で
し
た
。

行
友
顧
問　

事
例
報
告
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
元
気
」「
楽

し
く
」「
多
様
」「
地
域
に
」
で
し
ょ
う
。
生
協
の
活
動

を
そ
う
い
う
方
向
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

協
同
組
合
も
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
一

方
的
に
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
組
合
員

自
ら
の
参
加
で
課
題
を
解
決
す
る
流
れ
を
作
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
Ｊ
Ａ
は
農
政
の
実
務
を
担
っ
て
き
た
歴
史

も
あ
り
、
組
合
員
が
受
け
身
に
な
り
や
す
く
、
自
ら
能

動
的
に
組
合
運
動
に
参
加
す
る
意
識
が
薄
れ
て
い
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
生
協
も
同
様
の
問
題
を
苦
労
し
て

乗
り
越
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

受
動
か
ら
能
動
へ
切
り
替
え
る
難
し
さ
。

想
い
を
く
み
取
っ
て
、
参
加
ス
タ
イ
ル
を
多
様
に
す
る
。

生
協
も
実
現
ま
で
に
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

青
竹
常
務　

各
生
協
で
、
参
加
を
ど
の
よ
う
に
広
げ
て

い
く
か
、
大
き
な
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
、
日
々
格
闘
し

て
い
る
。
Ｊ
Ａ
の
方
が
、
農
業
者
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
先
輩
だ
と
思
い
ま
す
。
お
互

い
に
交
流
し
な
が
ら
、
時
代
に
あ
っ
た
参
加
の
仕
方
を

磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

宮
入
教
授　

Ｊ
Ａ
も
生
協
も
、
組
合
員
活
動
を
ど
う
支

援
す
る
か
が
基
本
。
組
合
員
の
多
様
化
の
中
で
、
今
ま

で
と
違
い
、
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
が
課
題
に
あ
れ

ば
伺
い
た
い
。

小
野
寺
副
会
長　

Ｊ
Ａ
も
70
年
の
歴
史
を
経
た
中
、
若

い
人
た
ち
に
、
ど
う
や
っ
て
Ｊ
Ａ
に
結
集
し
て
も
ら
う

か
。
農
協
運
動
の
中
で
組
合
員
が
何
を
求
め
て
い
る
か
。

若
い
人
た
ち
と
農
協
運
営
者
の
目
線
、
考
え
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
く
出
て
き
て
お
り
、
そ
こ
に
農
協
運
動
の
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。

第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会（
平
成
30
年
11
月
13
日
）

　
　

～
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～

テ
ー
マ
「
多
様
化
す
る
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

新
た
な
協
同
組
合
の
価
値
創
造
」

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
当
日
に
開
催
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
２
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
野
寺 

俊
幸 

氏

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
副
会
長

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ　

会
長
理
事

宮
入　
　

隆 

氏

北
海
学
園
大
学　

教
授

行
友　
　

弥 

氏

㈱
農
林
中
金
総
合
研
究
所

顧
問　

特
任
研
究
員

 

青
竹　
　

豊 

氏

（
一
社
）日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）常
務
理
事

【
事
例
報
告
】

①
生
協
に
お
け
る

組
合
員
と
の
関
係

強
化

②
持
続
可
能
な
開

発
目
標
︵
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
︶
と
協
同
組
合

間
連
携
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地
震
で
被
災
し
た
Ｊ
Ａ
の
施
設
に
、
若
い
人
が
結
集

し
て
、
被
災
し
た
コ
ン
テ
ナ
や
馬
鈴
薯
な
ど
を
、
自
分

た
ち
の
力
で
片
づ
け
、
１
週
間
か
か
る
作
業
が
２
日
間

で
終
わ
っ
た
。

　

若
い
人
た
ち
が
農
協
に
結
集
す
る
と
、
す
ご
い
力
と

な
っ
て
働
く
。
若
い
担
い
手
の
力
の
素
晴
ら
し
さ
。
普

段
は
、
口
に
し
な
く
て
も
、
何
か
あ
れ
ば
Ｊ
Ａ
に
結
集

し
て
、
仲
間
や
友
を
助
け
る
自
分
の
Ｊ
Ａ
と
い
う
想
い

に
感
銘
を
受
け
た
。

宮
入
教
授　

組
合
員
と
の
関
係
強
化
と
言
う
と
、
い
つ

も
は
自
然
に
存
在
し
て
い
る
が
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
、

Ｊ
Ａ
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
、
組
合
員
で
良
か
っ
た

と
感
じ
る
こ
と
も
大
き
い
の
で

は
。
福
島
の
取
材
で
の
お
話
な

ど
あ
れ
ば
。

行
友
顧
問　

住
民
が
長
期
間
避

難
し
た
地
域
で
は
農
業
が
空
白

状
態
に
な
り
ま
し
た
が
、
飯
舘

村
な
ど
で
は
最
初
に
お
年
寄
り
が
戻
り
、
最
近
は
若
者

が
移
住
し
て
就
農
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
地
域
は
人
の
繋
が
り
が
濃
密
で
支
え
あ
い

の
土
壌
が
あ
り
ま
す
。
社
会
関
係
資
本
︵
人
間
関
係
︶

が
豊
か
な
地
域
は
、
災
害
か
ら
の
回
復
力
が
強
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
協
同
組
合
は
、
そ
れ
を
体
現
す

る
組
織
で
あ
り
、
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　
『
組
合
員
と
の
関
係
強
化
』
に
つ
い
て
、

組
合
員
の
自
主
性
を
ど
う
協
同
活
動
に
活
か
す
か
。
Ｊ

Ａ
で
も
、
組
合
員
の
想
い
を
、
上
手
く
活
か
し
て
事
業

に
し
て
い
く
こ
と
が
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
の
中
で
求
め

ら
れ
る
と
思
う
。

　

生
活
ス
タ
イ
ル
も
世
代
も
異
な
る
人
た
ち
が
、
Ｊ
Ａ

に
参
加
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
声
を
ど
う
聞
き
取
る
か
。

具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
あ
る
が
、
声

を
ど
う
聞
き
取
っ
て
形
に
す
る
か
。
生
協
の
事
例
に
つ

い
て
、
も
う
一
度
、
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

青
竹
常
務　

生
協
の
職
員
に
と
っ
て
は
、
生
活
や
子
育

て
への
組
合
員
の
想
い
を
聞
き
取
る
力
が
大
変
重
要
で
す
。

　

宅
配
担
当
職
員
は
、
週
に
１
度
、
組
合
員
と
顔
を
合

わ
せ
、
い
ろ
ん
な
質
問
や
悩
み
を
聞
く
、
生
協
を
や
め

る
と
言
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
背
景
を
聞

き
取
る
こ
と
が
大
事
。
ま
た
、
近
畿
の
生
協
で
は
、
職

員
研
修
で
、
Ｊ
Ａ
に
お
願
い
を
し
て
、
一
定
の
期
間
、

畑
や
牛
舎
・
鶏
舎
な
ど
、
生
産
現
場
を
体
験
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
の
大
会
議
案
で
、
若
い
Ｊ
Ａ
職
員
に
組
合
員
の

会
議
へ
の
参
加
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
現
場
・
組
合

員
の
所
に
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
聞

き
取
る
力
や
相
手
の
想
い
を
受
け
入
れ
る
力
が
育
ち
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
、
人
と
人
が
作
る
協
同
組
合
の
大
き

な
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

聞
き
取
っ
た
内
容
を
情
報
交
換
す
る
場
所

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

青
竹
常
務　

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
も
の
は
対
応
し
、
重

要
な
商
品
ク
レ
ー
ム
な
ど
は
、
組
織
対
応
に
引
き
上
げ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ク
レ
ー
ム
や
お
問
い
合
わ
せ
・
要
望
を
登
録
し
、
組

織
全
体
あ
る
い
は
役
員
会
・
理
事
会
で
状
況
を
つ
か
む

た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
り
を
進
め
て
い
る
生
協
も
増

え
て
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

担
当
者
も
変
わ
る
中
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ク
レ
ー
ム
等
も

含
め
て
、
声
を
溜
め
る
こ
と
が
、

新
た
な
取
り
組
み
に
繋
が
る
と
い

う
お
話
。
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。

　

多
様
な
組
合
員
ニ
ー
ズ
と
い
う
意
味
で
、
北
海
道
の

組
合
員
数
の
80
％
に
及
ぶ
准
組
合
員
と
の
関
係
づ
く
り

を
ど
う
す
る
か
。
准
組
合
員
と
の
関
係
づ
く
り
に
つ
い

て
教
え
て
頂
き
た
い
。

小
野
寺
副
会
長　

前
回
大
会
で
、
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー

タ
ー
づ
く
り
を
掲
げ
、
准
組
合
員
を
は
じ
め
、
消
費
者

の
皆
さ
ん
と
、
食
と
農
で
繋
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
も
あ
る
意
味
で
消
費
者
だ
と
考
え
ま
す
と
、

多
様
な
消
費
者
が
お
り
、
生
協
か
ら
も
、
色
々
と
学
ん

で
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
生
協

を
含
め
て
色
々
な
方
々
と
手
を
結
び
、
横
の
連
携
を
広

く
し
て
、
農
業
だ
け
の
目
線
で
見
る
の
で
は
な
く
、
多

様
な
人
た
ち
の
意
見
を
農
協
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
に

尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
世
帯
数
の
60
％
以
上
が
、
生
協
に
加
入
し
て

い
ま
す
。
生
協
に
お
け
る
組
合
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
を
、

我
々
も
認
識
し
、
組
合
員
と
の
関
係
強
化
に
向
け
て
、

目
線
を
移
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

准
組
合
員
調
査
を
通
じ
て
、
准
組
合
員
は

Ｊ
Ａ
事
業
利
用
に
対
し
て
正
組
合
員
に
近
い
考
え
方
を

持
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
ら
准
組
合
員
に

な
っ
て
い
る
方
々
の
声
を
、
聞
き
取
っ
て
い
く
こ
と
も

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

行
友
顧
問　

Ｊ
Ａ
横
浜
で
は
、
准
組
合
員
向
け
の
農
業

体
験
講
座
が
発
展
し
て
正
組
合
員
の
農
業
を
手
伝
う
援

農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
と
な
り
、
正
組
合
員
と

准
組
合
員
の
関
係
を
作
る
契
機
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
は
、
准
組
合
員
の
割
合
が
高
く
、
農
協
が
な
い

と
地
域
が
持
た
な
い
部
分
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
地
域
の

様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
う
え
で
も
、
正
と
准
の
垣
根
を

低
く
し
て
、協
力
し
あ
う
関
係
作
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

Ｊ
Ａ
事
業
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ラ

を
維
持
し
て
い
る
地
域
が
数
多
く
存
在
す
る
の
も
事
実

で
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
准
組
合
員
の
利
用
が
規

制
さ
れ
る
と
、
Ｊ
Ａ
事
業
も
影
響
を
受
け
ま
す
。
正
と

准
の
支
え
合
い
を
、
目
に
見
え
る
形
で
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

12
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Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
野
球

観
戦
を
通
じ
て
子
供
達
に
夢
や
希
望
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
・
ド
リ
ー
ム
シ
ー
ト
」

に
協
賛
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
福

祉
団
体
を
通
じ
て
１
，
２
０
０

名
余
り
の
子
供
達
を
招
待
し
ま

し
た
。

　
「
初
め
て
野
球
の
試
合
を
見

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。」「
声
が

か
れ
る
ほ
ど
応
援
し
ま
し
た
。」

等
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
多
く

の
子
供
達
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

　
Ｊ
Ａ
と
ホ
ク
レ
ン
は
労

働
力
確
保
が
深
刻
に
な
り

つ
つ
あ
る
生
産
現
場
と
、
障
が
い
者
の
社
会
参

加
を
希
求
す
る
福
祉
側
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目

指
す
農
福
連
携
研
修
会
を
昨
年
12
月
、
札
幌
市

内
の
ホ
ク
レ
ン
ビ
ル
で
開
き
ま
し
た
。
大
学
研

究
者
や
実
際
に
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
生

産
者
・
Ｊ
Ａ
の
他
、
北
海

道
庁
職
員
ら
70
人
余
り
が

参
加
。
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
農
福
連

携
の
実
現
に
向
け
た
課
題

と
、
今
後
の
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、『「
こ
ど
も
共

済
」
資
料
請
求
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
で
「
こ
ど
も

共
済
」
の
資
料
を
ご
請
求
い
た
だ
い
た
方
に
、

『
Ｊ
Ａ
共
済
オ
リ
ジ
ナ
ル　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
お

食
事
エ
プ
ロ
ン
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り
ま

す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
平
成
31
年
3
月
20
日
㈬

ま
で
で
、
先
着
６
０
，
０
０
０
名
様
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
Ｊ
Ａ
共

済
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
！

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の

皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守

る
た
め
、
本
会
事
業
の
積

極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広

報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
3
回
発
行
し
て
お

り
、
様
々
な
医
療
・
健
康

情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
児

童
養
護
施
設
か
ら
の
卒
業
を
控
え

た
高
校
生
を
対
象
と
し
た
調
理
実

習
体
験
「
お
と
な
の
食
育
」
を
札
幌
市
内
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、自
立
支
援
活
動
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
興
正
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
て
お
り
、
今
回
で
6
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
生
徒

が
多
く
、
施
設
か
ら
巣
立
っ
た
後
も
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
食
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
、
健

康
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
高
校
生
10
名
が
参
加
し
、
身
体
に

必
要
な
栄
養
素
や
食
材
の
消
費
・
賞
味
期
限
な

ど
食
の
知
識
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
は
、
調
理
実

習
に
挑
戦
。
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
役
割

分
担
を
し
、
協
力
し

て
楽
し
く
料
理
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。 Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
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「タオルを送る運動」メッセージ
パルシステム生活協同組合連合会「こんせん72牛乳」利用者の方々より、酪農生産者の皆様へ贈られたタオル
とともに、お礼のメッセージを頂いております。ここではその一部を数回に分けてご紹介させて頂きます。
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　ナンプレのルールは、３つあります。
　右の【１】【２】【３】です。

　�タテ・ヨコ・ブロックの３種類についてのルー
ルが課されているわけですね。

★ ナンプレのルール ★
【１】 どのタテ一列にも１～９の数字が１個ずつ入る。

【２】 どのヨコ一列にも１～９の数字が１個ずつ入る。

【３】�区切られた３×３のどのブロックにも１～９の

数字が１個ずつ入る。

　�一応、この３つを覚えてしまえばナンプレに挑
戦ができます。
　�ただ、ナンプレは列・ブロックともに９マスし
かありません。
　�なので、ルール【１】【２】【３】は右表の【Ａ】【Ｂ】
【Ｃ】のように言いかえることができます。

ルールを言いかえると
【Ａ】どのタテ一列にも同じ数字は入らない。
【Ｂ】どのヨコ一列にも同じ数字は入らない。
【Ｃ】�区切られた３×３のどのブロックにも同じ数字

は入らない。

　ナンプレを解く場合、ルール【Ａ】【Ｂ】【Ｃ】を適用することがほとんどです。
　だから、ルール【Ａ】【Ｂ】【Ｃ】を中心に覚えるといいでしょう。

　要は、「タテ・ヨコ・ブロックには同じ数字は入らないんだ」と覚えとこう、ってことですね。

8 3 6 9
6 3 2 5 1
1 7 9 6 4 5 3 2

8 6 4 2 7
3 5 9 4
2 4 1 8 5

6 5 2 1 8
1 4 3

1 8 3 7 4

16

ナンプレにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～
※問題を解くカギは下に書いてるよ! 気軽にやってみて!!

リフレッシュ
できるかは、
あなた次第!?※

今
回
の
答
え
は
次
月
号
に
掲
載
す
る
よ
っ
!!
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EDITOR’S—NOTE

□雪解けが進み、春を思わせる陽気が昼間でも感じられるようになってまいりました。
公道では、路面が乾燥し車を運転しやすい状況にもなってきておりますが、一瞬の気
のゆるみ、不注意が重大事故につながります。毎週のように北海道及び釧路警察署か
ら各事業所、農協宛てにＦＡＸでくる交通事故情報には、全道各地区における事故発
生の報告が絶えません。車だけでなく歩行者にも気を配り、ゆずりあい、ゆとりある
運転を心掛けたいものです。

理　事　会　報　告
1月臨時理事会　平成31年1月11日（金）

付議事項　 
議案第１号　—役員推薦会議運営要領の一部変

更について
議案第２号　—役員選任実施要領の一部変更に

ついて

議案第３号　—役員の任期満了に伴う役員選任
実施事項について

1月定例理事会　平成31年1月31日（木）

報告事項　 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１２月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．平成３０年度決算見込みについて
６．—事務受託契約締結組織の無通告監査結果

報告について
７．—個人情報保護計画にもとづく実施状況の
監査結果報告について

付議事項　 
議案第１号　営農振興資金の貸付について
議案第２号　固定資産の取得について

その他協議事項　 
１．組合員の農業に係る現況照会について
２．—第３次ＪＡ中期計画策定（機構改革含む）
に係る地区説明会の開催について

３．—当ＪＡ会長理事　瀧澤義一氏の宇都宮賞
受賞に係る祝賀会の開催について

４．当面の業務日程について

■平成30年度 　生乳生産実績（1月）
月計乳量（kg） 1月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくし ろ 丹 頂 8,623,453.2 101.6 85,132,683.8 102.9
鶴 居 地 区 3,280,867.8 108.1 31,675,186.9 106.7
幌 呂 地 区 2,225,588.8 98.6 21,952,458.5 99.7
白 糠 地 区 1,694,837.2 97.5 16,918,088.1 99.9
音 別 地 区 1,422,159.4 97.9 14,586,950.3 103.5

管 内 計 44,548,638.5 98.8 442,036,514.8 100.0
（前年度管内計） 45,099,368.2 442,085,837.1

　

１
月
19
日
、
釧
路
パ
レ
ス
ボ
ウ
ル

で
、
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
６
Ｊ
Ａ
・

各
連
合
会
の
役
職
員
約
１
４
０
名
が

参
加
し
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
ゲ
ー
ム

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
個
人
︵
男
子
︶
の
部

準
優
勝 

石
渡
正
志 

、︵
女
子
︶
３

位　
不
藤
佑
希
菜

　

団
体
の
部
３
位
︵
位
下
・
山
本
将

平
・
不
藤
︶、
ブ
ー
ビ
ー
賞
︵
田
中

正
則
・
西
塚
・
八
木
︶
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

開
催ボウリング終了後は焼肉を囲みつつ

役職員の親睦を深めました。


